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▪
北
陸
電
気
保
安
協
会
と
災
害
協
力

　
協
定
を
締
結

▪
木
下
は
る
さ
ん
（
上
大
浦
）
100
歳

▪
『
ふ
る
さ
と
龍
宮
ま
つ
り
』

▪
松
井
し
が
さ
ん
（
赤
浜
）
100
歳

▪
『
ネ
ブ
タ
流
し
』

▪
『
ふ
る
さ
と
市
民
大
学
講
座
』　

▪
「
あ
い
ら
ぶ
湯
」
利
用
者
20
万
人

　
達
成

▪
『
第
41
回
武
道
大
会
』

▪
木
下
キ
ヨ
さ
ん
（
上
大
浦
）
100
歳

▪
『
第
55
回
美
術
展
』

▪
『
環
境
フ
ェ
ア
』

▪
萩
原
サ
ノ
さ
ん
（
三
穂
町
）
100
歳

▪
『
市
民
健
康
フ
ォ
ー
ラ
ム
』

▪
寺
家
小
学
校
創
校
100
周
年
記
念
式
展

▪『
第
12
回
滑
川
ほ
た
る
い
か
マ
ラ
ソ
ン
』

▪
『
大
平
山
濤
寄
贈
作
品
展
』

▪
玉
木
キ
ヨ
さ
ん
（
高
月
町
）
100
歳

▪
『
な
め
り
か
わ
農
産
物
品
評
会
』

▪
『
カ
タ
ー
レ
富
山
・
滑
川
市
の
日
』

▪
中
島
コ
ト
さ
ん
（
杉
本
）
100
歳

▪
中
新
川
地
区
遊
技
業
防
犯
組
合
よ
り

　
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
対
外
式
除
細
動
器
）

　
寄
贈

▪
『
第
48
回
社
会
福
祉
大
会
』

▪
水
橋
キ
ク
ヱ
さ
ん
（
赤
浜
）
100
歳

▪
『
除
雪
ト
ラ
ッ
ク
入
魂
式
』

▪
『
日
本
の
歌
あ
れ
こ
れ
』

2008 年 を
ふ り 返 る

2008 年の主な出来事や話  題をふり返ってみました。
そして、2009 年を新たな  気持ちで迎えましょう。

▪
按
田
九
重
さ
ん
（
柴
）
100
歳

▪
富
山
医
療
福
祉
専
門
学
校
と
災
害

　
協
力
協
定
を
締
結

▪
343
人
の
門
出
を
祝
う
『
成
人
式
』

▪
「
あ
い
ら
ぶ
湯
」
利
用
者
10
万
人

　
達
成

▪
『
子
ど
も
サ
ミ
ッ
ト
』

▪
『
市
民
水
泳
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』

▪
『
海
洋
深
層
水
鍋
ま
つ
り
』

▪
市
政
功
労
者
14
人
を
表
彰

▪
髙
縁
ツ
タ
さ
ん
（
高
塚
）
100
歳

▪
滑
川
有
恒
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
よ
り

　
ほ
た
る
い
か
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

　
寄
贈
（
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
）

▪『
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
流
交
歓
会
』

▪
ほ
た
る
い
か
海
上
観
光
～
5/6

▪
深
層
水
足
湯
～

10/13

▪
『
滑
川
ホ
タ
ル
イ
カ
祭
』

▪
『
愛
の
巡
礼
者
・
竹
久
夢
二
展
』

▪
『
学
童
体
育
大
会
』

▪
カ
ウ
ベ
ル
ト
の
郷
づ
く
り
事
業

▪
『
第
61
回
市
民
体
育
大
会
』

▪『
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
１
周
年
記
念
・

　
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』

▪
『
光
の
コ
ン
サ
ー
ト
』

▪
『
第
36
回
北
陸
漕
艇
大
会
』

▪
『
な
め
り
か
わ
食
育
フ
ェ
ア
』　

▪
行
田
の
沢
清
水（
上
小
泉
）が「
平

　
成
の
名
水
百
選
」
に
認
定

謹　賀　　新　年
　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
、
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
、
輝
か
し
い
初
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と

と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、昨
年
の
世
相
を
漢
字
一
字
で
表
す
年
の
瀬
恒
例
の
「
今
年
の
漢
字
」
が
「
変
」

で
あ
り
ま
し
た
。
米
国
の
大
統
領
選
で
「
変
革
」
を
掲
げ
た
オ
バ
マ
氏
の
勝
利
な
ど
政

治
の
変
化
、
世
界
的
金
融
情
勢
の
変
動
な
ど
が
そ
の
理
由
で
あ
り
ま
し
た
。
森
清
範
清

水
寺
貫
主
は
「
こ
の
字
と
想
像
し
て
い
た
。
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
が
四
人
も
出
た
大
変

な
年
だ
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
の
多
か
っ
た
中
で
、
日
本
人

が
同
時
に
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
四
人
も
受
賞
し
た
こ
と
は
初
め
て
で
、
日
本
の
科
学
水
準
の

高
さ
を
世
界
に
示
し
た
快
挙
で
あ
り
ま
し
た
。
物
理
学
賞
に
小
林
誠
氏
、益
川
敏
英
氏
、

南
部
陽
一
郎
氏
、
化
学
賞
に
下
村
修
氏
と
、
特
に
物
理
学
賞
は
日
本
人
三
人
で
独
占
し

ま
し
た
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
正
直
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
が
、
行
田
の
沢
清
水
が
環

境
省
に
よ
る
平
成
の
名
水
百
選
に
認
定
さ
れ
た
り
、
西
部
小
学
校
の
大
規
模
改
造
・
耐

震
補
強
工
事
が
立
派
に
完
成
し
、三
学
期
か
ら
新
し
い
校
舎
が
供
用
開
始
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
十
九
年
の
製
造
品
出
荷
額
の
速
報
値
で
は
、
対
前
年
比
三
・
九
％
増
の
約

一
九
七
八
億
円
と
堅
調
に
伸
び
る
な
ど
明
る
い
話
題
も
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
最
近
の
わ
が
国
経
済
は
、
景
気
は
弱
ま
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
、
世
界
経
済
が

一
段
と
減
速
す
る
中
で
、
世
界
的
な
金
融
危
機
の
深
刻
化
な
ど
か
ら
、
雇
用
情
勢
な
ど

を
含
め
、
状
況
が
さ
ら
に
厳
し
い
も
の
に
な
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
平
成

二
十
一
年
度
は
法
人
市
民
税
や
固
定
資
産
税
が
大
幅
な
減
収
に
な
る
と
懸
念
さ
れ
、
さ

ら
に
は
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
も
不
透
明
で
あ
り
、
減
収
も
予
想
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
市
民
の
健
康
・
福
祉
や
環
境
問
題
へ
の
対
応
、
中
心
市
街
地
の
活

性
化
、
市
民
の
安
心
・
安
全
の
確
保
、
教
育
施
策
の
推
進
な
ど
に
は
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
健
全
財
政
の
堅
持
を
基
本
と
し
て
、
行
政
改
革
大
綱
実
施
計
画
お
よ
び

集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
徹
底
し
た
経
費
の
節
減
合
理
化
に
努
め
、
市
の
施
策
全

体
に
つ
い
て
の
選
択
と
集
中
や
財
源
確
保
の
工
夫
、効
率
的
な
実
施
方
法
の
検
討
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
施
策
に
創
意
と
工
夫
を
凝
ら
し
、
自
助
・
共
助
・
公
助
の
理
念
の
も
と
、
市

民
の
皆
さ
ま
と
協
働
の
力
で
、
小
さ
く
と
も　

キ
ラ
リ
と
光
る
ま
ち
づ
く
り
に
全
力
を

傾
注
し
て
取
り
組
む
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
皆
さ
ま
方
の
ご
多
幸
ご
健
勝
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

二
〇
〇
九
年
の
新
春
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
滑
川
市
議
会
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
、

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
初
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
頃
か
ら
、
議
会
活
動
に
対
す
る
深
い
ご
理
解
と
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
心

か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
本
年
も
、
議
員
一
同
、
一
丸
と
な
っ
て
市
民
の
皆
さ
ま

の
負
託
に
応
え
る
た
め
頑
張
り
た
い
と
心
を
新
た
に
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

  

さ
て
、
原
油
な
ど
の
資
源
や
食
料
品
価
格
の
高
騰
、
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
問
題
に

端
を
発
し
た
世
界
的
な
金
融
不
安
、
ま
た
、
国
内
で
は
、
日
本
経
済
を
支
え
て
き
た
自

動
車
や
家
電
産
業
の
業
績
不
振
、年
金
問
題
な
ど
の
社
会
保
障
制
度
全
般
へ
の
不
信
感
、

加
え
て
政
局
の
不
透
明
さ
な
ど
、
我
が
国
を
取
り
巻
く
情
勢
は
混
沌
と
し
た
も
の
が
あ

り
、
か
つ
て
な
い
難
題
を
か
か
え
て
新
年
を
迎
え
ま
し
た
。

  

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
複
雑
多
様
化
す
る
行
政
需
要
を
で
き
る
限
り
反
映
さ
せ

て
い
く
た
め
に
は
、
第
四
次
行
政
改
革
大
綱
お
よ
び
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
の
っ
と
り
、

自
立
す
る
自
治
体
づ
く
り
に
向
け
「
市
民
・
行
政
・
議
会
」
が
三
位
一
体
と
な
っ
た
取

り
組
み
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
り
、
議
会
と
し
て
も
、
無
駄
の
な
い
行
政
運

営
へ
の
監
視
と
チ
ェ
ッ
ク
や
政
策
立
案
能
力
の
向
上
な
ど
に
鋭
意
取
り
組
ん
で
行
く
こ

と
が
、
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

  

昨
年
は
、「
二
〇
〇
八
年
を
ふ
り
返
る
」
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
九
名
の
方
を
は
じ
め
、

市
内
で
百
歳
を
迎
え
ら
れ
た
方
が
、
十
四
名
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
そ
う
で
す
。
ご
本
人
は

も
と
よ
り
ご
家
族
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
心
か
ら
長
寿
を
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

  

ま
た
、
昨
年
は
、
市
制
施
行
五
十
五
周
年
の
年
で
あ
り
、
計
画
し
て
お
り
ま
し
た
記

念
行
事
も
、
皆
さ
ま
方
の
ご
協
力
に
よ
り
ほ
ぼ
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
市
民
交

流
プ
ラ
ザ
も
、
市
街
地
の
賑
わ
い
創
出
に
貢
献
し
て
お
り
、「
あ
い
ら
ぶ
湯
」
の
入
場
者

も
八
月
に
は
二
十
万
人
を
超
え
、
多
く
の
方
に
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
誠
に
喜
ば

し
い
限
り
で
あ
り
ま
す
。

  

一
年
の
世
相
を
表
す「
今
年
の
漢
字
」は「
変
」に
決
ま
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、

「
変
法
自
強
」・「
変
幻
自
在
」
に
、
こ
の
難
局
を
乗
り
切
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

今
こ
そ
、
滑
川
の
底
力
を
見
せ
る
と
き
で
あ
り
ま
す
。

　

将
来
に
希
望
の
持
て
る
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
に
は
、「
市
民
・
行
政
・

議
会
」
が
、互
い
に
心
を
通
わ
せ
、共
に
力
を
合
わ
せ
て
物
事
に
対
処
す
る
「
和
衷
協
同
」

の
精
神
を
も
っ
て
、
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
本
年

も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

  

新
し
い
年
が
、
皆
さ
ま
に
と
っ
て
、
幸
多
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

「和衷協同」の精神で、
明日に向けたまちづくりを
滑川市議会議長　　砂 原 　 孝

　協働の力で　小さくとも
キラリと光るまちづくりを

滑川市長　　中 屋 一 博

２
月

３
月

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

10
月

11
月

12
月

牛の放牧（カウベルトの郷づくり事業） ほたるいかイルミネーション寄贈行田の沢清水が「平成の名水百選」に寺家小学校が創校 100 周年を迎える 「あいらぶ湯」利用者 20 万人達成カターレ富山を応援（滑川市の日）

１
月


